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＜連絡事項＞

・特になし。
＜患者様連絡事項＞

・佐々木　常夫様～背部痛訴え、本院よりスミルスチック希望あり。田名部Drへ報告し、スミルスチック1本処方となる。
・宮崎　由美子様～持参薬の漢方服用希望あり。田名部Drへ情報提供し、服用可の指示受けている。
・曳木　一守様～本人より粥へ変更希望あり。本日夕より粥食へ変更となっている。
＜隔離・拘束患者様ケース検討＞
・畑中　成夫様～終日隔離中。午前・午後2時間の開放観察実施。スタッフに手紙を渡す行為や喫煙についての訴え聞かれ、都度対応している。また、Bユニットの方へ投げキスをすることあり。入室への拒否なし。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・澤村　彬様～時間隔離中。入浴希望聞かれ、説明にもしつこさみられている。ステーションへの侵入も頻回にみられ、都度介入要している。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

＜要注目患者様＞
・和田　昌様～多弁さ持続。要求頻回にあるが要求が通らないとスタッフを威嚇し、ステーションのドアを叩く・蹴る行為あり。引き続き、精神症状の観察を行い、他者とのトラブルがないように注意していく。
・小笠原　澄子様～疼痛訴え聞かれ、トイレ介助要している。幻聴や妄想発言なく経過している。
・曳木　一守様～本日、ケアマネ、家族来院されている。帰宅要求、妻様に強制的に入院させられたと訴え聞かれている。家族からも自宅への退院は不安があるとのことで、退院の目途がつき次第、ケアマネも含め、主治医と面談を希望している。
・下村　慶子様～疼痛訴えあるが、経管栄養流入時、クレンメを全開にすることあり。介入している。
・居ヶ内　よね様～嚥下困難あり、主食のみ摂取している。声掛けには疎通良好。体動時は疼痛訴えあり、大声を出している。
・中島　とし様～午前中は眠気あり、9:00頃覚醒し、朝食をゆっくりと摂取している。声掛けへの返答も聞かれている。昼食は拒否あり、不食。バイタルサイン異常なし。午後より痛覚刺激には反応はあるが、覚醒状態不良あり。主治医へ報告し、オランザピンOD、抑肝散陳皮半夏除剤指示。点滴処方となる。採血(セット3、BNP)、頭部CT、心電図検査施行。採血結果については当直医へ指示を仰ぐよう指示。

・小笠原　久年様～病状悪化にて西病棟Bユニットより東病棟Aユニットへ転入となる。転入前、壁に追突することや叩く等の行為あるが、介入には応じることできている。
＜深澤Dr　診察情報＞

・居ヶ内　よね様～食事摂取量少ないため、点滴2本/日　7日分処方となる(食事摂取できていれば中止可)。また、副食嚥下困難あり、本日より粥・ミキサートロミ、パン・麺禁へ食事変更している。本日、頭部CT検査施行し、硬膜下血腫悪化あり。家族へ連絡し、八戸赤十字病院へ転院となる。
・下村　慶子様～面談実施。骨折の状況について説明。八戸赤十字病院(整形外科)への受診を調整していくこととなる。日時が決まり次第、家族へ連絡していく。
　　　　　　　　血糖測定継続。
・工藤　謙一様～血糖測定継続。本日、療養環境変更目的にて南病棟へ転出となる。
・小出　秀夫様～下痢が持続していることから下剤除剤指示あり。また、継続指示追加となっている。
・小笠原　澄子様～疼痛持続していることからエトドラク継続ろなる。
・工藤　蓉子様～食事摂取量少ないことから点滴継続。離床を促すよう指示あり。
